
№ 情報提供元

1 （株）スノーピーク

2
道の駅まえばし赤城（前橋
市）

№ 情報提供元 内　　　容 資料

1 （株）スノーピーク スノーピーク赤城キャンプフィールド開業 P.1

2
道の駅まえばし赤城（前橋
市）

道の駅まえばし赤城 台湾フェア2026開催します P.1

3 みなかみ町観光協会 みなかみ3ダム春の点検大放流 P.2

4
群馬県立土屋文明記念文
学館（高崎市）

企画展「まつおりかこ　絵本の世界」 P.2

5 アーツ前橋（前橋市） 春期展覧会「塩原友子の日本画　線と表現、その先の祈り」 P.3

6 高崎市美術館
収蔵作品展　版画集ぜんぶ見せます！同時開催「特集展示　小林
正」

P.3

7
群馬県立歴史博物館（高崎
市）

春の特別展「金井沢碑　1300年の時を超えたメッセージ」 P.4

・道の駅まえばし赤城 台湾フェア2026を開催します

・スノーピーク赤城キャンプフィールド4月25日（土）開業！

内　　　容

群馬県の観光情報４月号

今月の注目情報

令和８年（２０２６）年４月２１日

群馬県東京事務所 政策調整第二係

今月の外来発表今月の外来発表



№ 情報提供元

1
道の駅まえばし赤城（前橋
市）

2 大泉町観光協会

3 大川美術館（桐生市）

4
群馬県立土屋文明記念文
学館（高崎市）

5
群馬県立日本絹の里（高崎
市）

6 伊勢崎市住宅課

7 高崎市美術館

8 高崎市タワー美術館

9 アーツ前橋（前橋市）

10 前橋市観光政策課

台湾ランタン絵付け体験

企画展「まつおりかこ　絵本の世界」

赤城山観光振興事業地域おこし協力隊インターン募集

世界がぎゅ～っと、おおいずみ。2026

令和８年度　伊勢崎市移住者支援空き家改修補助金

収蔵作品展　版画集ぜんぶ見せます！同時開催「特集展示　小林正」

春期展覧会「塩原友子の日本画　線と表現、その先の祈り」

野見山暁治　空にあそぶイメージたち

物語る日本画－6つのテーマでめぐる絵画の世界－

デザインから観る和更紗

内　　　容

今月の同封資料

情報のお問合せ、ファイルや画像のご請求はこちらへどうぞ
群馬県東京事務所 政策調整第二係

E-mail ： g-info@pref.gunma.lg.jp
電話 ： ０３－５２１２－９１０６ ＦＡＸ ：０３－５２１２－９１０３

所在地 ： 〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3 都道府県会館８階 群馬県東京事務所

（東京メトロ有楽町線・半蔵門線・南北線 永田町駅から徒歩約1分）



日時 2026年4月25日（土）

場所 群馬県前橋市富士見町赤城山1-22

交通

JR前橋駅より車で約55分
JR高崎駅より車で約1時間20分
首都圏方面から車で約2時間30分（150km）
赤城ICより約35分

担当
株式会社スノーピーク　広報
Tel. 03-6805-7738 / e-mail : pr@snowpeak.co.jp

スノーピーク赤城キャンプ
フィールド

日時
2026年7月4日（土）10 時〜19 時
2026年7月5日（日）10 時〜18 時

場所 道の駅まえばし赤城

交通

◆車　：関越自動車道
　　　　渋川伊香保IC/駒寄スマートICより　約10分
◆電車：JR前橋駅より渋川駅行きバスで約25分、
　　　　法華沢バス停で降車、徒歩10分
　　　　※土日祝日のみ：JR前橋駅より道の駅「まえばし
　　　　　赤城」行が運行しています。

担当 ◆道の駅まえばし赤城（027-233-0070） 画像作成中

前橋市と交流の深い「台湾」を「本格的に」味わおう！

　開業時から大好評である「台湾フェア」を2026年も開催いたします。
前橋市と台南市の交流の歴史ご紹介の他、台湾の”夜市”をイメージした、「赤城de夜
市」を実施いたします。そこでは、グルメや足つぼマッサージなど、まるで台湾に行っ
ているかのような体験ができます。
　また、ＧＷ中に道の駅まえばし赤城にて「台湾ランタン絵付け体験」を開催します。
参加者の皆さまが絵付けをした”ランタン”をふくめ、館内に約400個のらんたんを展
示し、道の駅まえばし赤城を華やかに彩ります。

　食・体験ともに、台湾の文化に触れることのできるイベントとなっております。
ぜひ、道の駅まえばし赤城までお越しください。

スノーピーク赤城キャンプフィールド開業
【前橋市】

群馬県・赤城山をまるごと楽しむための新拠点が4月25日に誕生！

　2026年4月25日、群馬県立赤城公園内に新たな拠点「スノーピーク赤城キャンプ
フィールド」が開業します。標高約1,350メートルの赤城山頂エリアに位置し、赤城の
雄大な自然をそのまま活かした通年型の大型キャンプフィールドです。
　スノーピークは、群馬県が主体となって進めている豊かな自然環境を守りながら、人
が集い、体験し、つながる場を育てていくことを目指す「赤城ウェルグラウンド構想」
に共感し、訪れる人も地域の人も心身ともに豊かになれるエリアづくりを進めていま
す。訪れる人の体験が赤城山の未来へとつながる、新しい“野遊びの拠点”を目指しま
す。

　https://www.snowpeak.co.jp/landstation/akagi/

（写真を添付）

道の駅まえばし赤城 台湾フェア2026開催します
【前橋市】

－ 1 －



日時 2026年5月16日（土）17日（日）

場所 藤原ダム・奈良俣ダム・矢木沢ダム

交通 各臨時駐車場からシャトルバス運行による

担当 みなかみ町観光協会　TEL:0278-62-0401 矢木沢ダムの放流の様子

日時 ◆2026年4月25日（土）～2026年6月28日（日）

場所 ◆群馬県立土屋文明記念文学館

交通
◆JR高崎駅（西口）からタクシーで約20分
◆関越自動車道前橋ICから約15分

担当 ◆学芸係　伊藤博一（Tel 027-373-7721) チラシ表紙

みなかみ3ダム春の点検大放流【みなかみ町】

「やぎ・なら・ふじ」3ダムそろって年に一度の大放流！

  群馬県みなかみ町・奥利根地域に位置する矢木沢ダム・奈良俣ダム・藤原ダム の3つ
のダムでは、毎年、洪水期を迎える前に放流設備が安全に作動するかを確認する「春の
点検放流」が行われます。
　みなかみ町は、利根川の最上流域に位置し、関東地方約3,000万人の暮らしを支える
“水の源流の町”。その中核を担う3つのダムは「関東の水がめ」とも呼ばれ、年に一
度の点検放流は、今やみなかみの春の風物詩となっています。 それぞれ個性の異な
る、大迫力の放流シーンをお楽しみいただけます。
　また、普段は立ち入ることのできない堤体内見学や施設見学、地元グルメが集まるマ
ルシェなど、関連イベントも予定しています。

　https://www.enjoy-minakami.jp/3dam2026

（写真を添付）

群馬県立土屋文明記念文学館【高崎市】

企画展「まつおりかこ　絵本の世界」

 まつおりかこは、愛らしい動物たちが登場する絵本を数多く手がけ、読者にぬくもり
と笑顔を届ける絵本作家です。
　本展では、『たからもののあなた』や『いつつごうさぎの きっさてん』（「いつつ
ごうさぎ」シリーズ）、『ピカチュウと はじめてのともだち』（モンポケえほんシ
リーズ）など、まつお氏が手がけた絵本の原画を展示し、その魅力と作品創作の背景を
紹介します。中でも最新作『いつつごうさごとはなのゆうえんち』の原画は、本展が初
公開です。
　また、「いつつごうさぎ」の写真撮影スポットや手に取って読める絵本コーナーの設
置、クイズほか参加型イベントの実施など、親子で楽しむことのできる展示となってい
ます。
　　　　　https://bungaku.pref.gunma.jp/project/2947/

（写真を添付）

－ 2 －



日時 令和8年4月25日（土）〜令和8年6月14日（日）

場所 アーツ前橋（前橋市千代田町五丁目１−１６）

交通
◆電車　JR前橋駅から徒歩約 10 分
◆自動車　関越自動車道 前橋 IC から車で約 15 分

担当 アーツ前橋（TEL027-230-1144）　酒井、藤野 メインビジュアル

日時

◆２０２６年４月１８日（土）～６月２１日（日）
【高崎市美術館】
１０時～１８時（金曜日のみ～２０時）
※入館は閉館３０分前まで
【旧井上房一郎邸（美術館敷地内）】
邸内：１０時～１１時、１４時～１６時
庭園：１０～１８時
※入園は閉園３０分前まで

場所 ◆ＪＲ高崎駅西口から徒歩３分

交通
◆電車：ＪＲ線　高崎駅西口から徒歩３分
◆ 車 ：関越自動車道　高崎ＩＣから約２０分

担当 ◆高崎市美術館（ＴＥＬ０２７－３２４－６１２５）

フェルナン・レジェ
『サーカス』１９５０年刊

リトグラフ・紙

高崎市美術館
収蔵作品展　版画集ぜんぶ見せます！【高崎市】

同時開催　特集展示　小林正

アーツ前橋春期展覧会【前橋市】

　市立の美術館・アーツ前橋では前橋市出身の日本画家・塩原友子の初期から晩年に至
るまでの作品47点を収蔵しており、本展はこれらを中心に構成した展覧会です。日本画
の伝統的な枠にとらわれず、独自の表現を追求し続けた塩原友子の足跡をたどり、その
魅力に触れることができます。

【展覧会HP】
 https://artsmaebashi.jp/exhibition_post/2026-shiobaratomoko/

（写真を添付）

塩原友子の日本画　線と表現、その先の祈り

  特定のテーマのもとに複数の版画作品をまとめた「版画集」。高崎市美術館では「版
画集」を多数、収蔵していますが、全体をまとめて展示する機会はなかなかありませ
ん。今回の展覧会では、しばしば寄せられる「版画集のなかの作品をぜんぶ見たい！」
という声にお応えして、パブロ・ピカソの『闘牛』（26点）やマルク・シャガール『ポ
エム』（24点）など、人気の高いヨーロッパの作家による6つの版画集の全作品を一挙
に紹介します。
  あわせて、ほぼ四半世紀にわたって独立展に出品を続けてきた高崎市出身の画家、小
林正（1949-）の絵画作品を特集展示し、その足跡をたどります。

  https://www.city.takasaki.gunma.jp/site/art-museum/
  X（旧Twitter）公式アカウント　@takasaki_inoue
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日時
◆2026年4月10日（金）～6月7日（日）
　9時30分～17時（入館は16時30分まで）

場所 ◆群馬県立歴史博物館（高崎市綿貫町992-1）

交通

◆車：上信越自動車道「藤岡IC」より約10分。
　　　関越自動車道「高崎玉村スマートIC」より約10分。
　　　北関東自動車道「前橋南IC」より約15分。
　　　アイ・ディー・エー群馬の森公園の大駐車場を利用
　　　（無料）。
◆電車：JR高崎駅よりバスで約25分。

担当
◆群馬県立歴史博物館（027-346-5522）
　学芸係　品田

金井沢碑に登場する人々
（当館作成）

群馬県立歴史博物館　春の特別展【高崎市】

金井沢碑建立1300年記念　「金井沢碑　1300年の時を超えたメッセージ」

　高崎市山名町に所在する金井沢碑は、上野三碑のひとつとしてユネスコ「世界の記
憶」に登録されています。その碑文には「神亀三年丙寅二月廿九日」と建立の年紀が刻
まれており、奈良時代の上野国において、一族が仏教の教えによって結束することを
誓った内容が記されています。
令和8(2026)年の春に建立1300年を迎えることを記念して、最新の研究内容にも触れな
がら、長く地域の人々に守られ大切にされてきた金井沢碑の価値を改めて発信します。
さらに群馬県地域における仏教文化の広まりについて、古代仏教関係の出土遺物を中心
に紹介します。

（一般800円、大学・高校生400円、中学生以下無料）
【当館HP】https://grekisi.pref.gunma.jp/

－ 4 －


